
東
日
本
大
地
震 

後
に
は
各
地
の
花

火
大
会
が
（
自
粛

で
）
中
止
を
決
定

し
た
。
し
か
し
、

東
京
の
隅
田
川
花 

火
大
会
が
例
年
の

ほ
ぼ
一
ヶ
月
遅
れ
な
が
ら
八

月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
る
と
自
粛
を
撤

回
す
る
大
会
も
出
て
く
る
よ

う
に
な
っ
た
。 

そ
の
昔
、
浅
草
川
と
呼
ば

れ
た
隅
田
川
の
「
川
開
き
」

が
制
度
化
し
た
の
が
、
江
戸

中
期
の
享
保
十
八
年
（
一
七

三
三
）
の
事
だ
っ
た
。
旧
歴

五
月
二
十
八
日
か
ら
八
月
二

十
八
日
ま
で
の
三
か
月
間
、

大
川
（
隅
田
川
の
下
流
）
の 

夜
間
航
行
禁
止
令
を
解
除
す

る
と
い
う
法
的
措
置
が
と
ら

れ
た
。
川
開
き
に
あ
た
っ
て
、

八
代
将
軍
吉
宗
の
命
で
両
国

橋
を
中
心
に
前
年
の
諸
国
の

飢
饉
と
疫
病
の
死
者
の
冥
福

を
祈
る
施
餓
鬼
と
水
神
祭
を

挙
行
し
た
の
ち
、
花
火
が
連

日
あ
げ
ら
れ
た
。
こ
の
花
火

が
墨
田
川
花
火
大
会
の
前
身

な
の
だ
が
、
実
は
慰
霊
は
表

向
き
の
理
由
で
、
川
開
き
の

大
き
な
役
割
は
、
経
済
活
動

を
夜
間
に
移
す
、
今
で
い
う

「
サ
マ
ー
タ
イ
ム
」
だ
っ
た
。

 

大
都
市
江
戸
の
夏
場
は
昔

も
今
も
酷
暑
だ
。
電
力
ゼ
ロ

の
当
時
は
、
都
心
の
涼
し
さ

は
夜
の
両
国
橋
の
水
辺
の
川

風
が
唯
一
の
も
の
だ
っ
た
。 

と
は
い
え
真
っ
暗
な
川
岸
で

川
風
に
当
た
る
だ
け
で
無

く
、
茶
屋
、
見
世
物
、
夜
店

が
無
け
れ
ば
望
み
に
な
ら
な

い
。
花
火
は
涼
を
求
め
る
江

戸
っ
子
た
ち
の
足
元
を
照
ら

す
照
明
で
も
あ
っ
た
。 

「
一
両
で
花
火
間
も
な
き

光
か
な
」
芭
蕉
の
弟
子
の
宝

井
其
角
の
句
に
あ
る
よ
う

に
、
花
火
は
一
発
一
両
、
武

家
奉
公
人
の
最
低
賃
金
は
一

年
で
三
両
一
分
、
俗
に
サ
ン

ピ
ン
、
町
方
も
変
わ
ら
ず
だ

っ
た
時
に
一
両
と
言
う
大
金

の
花
火
が
絶
え
間
な
く
打
ち

上
げ
ら
れ
る
江
戸
の
夏
の
夜

空
は
豪
華
な
涼
し
さ
で
あ
っ

た
。 

 
 

（
な
あ
さ
ん
） 

 

 

旧
蓋
平
館
（
現
太
平
館
）
。

赤
心
館
の
下
宿
が
払
え
な
か

っ
た
二
十
二
歳
の
啄
木
は
、

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
五
）

九
月
、
盛
岡
中
学
の
先
輩
、

金
田
一
京
助
の
手
助
け
で
此

処
に
移
り
住
ん
だ
。 

新
坂
近
く
の
三
階
三
畳

の
部
屋
で
あ
っ
た
が
、
「
富

士
が
見
え
る
！
富
士
が
見
え

る
！
」
と
喜
ん
だ
と
い
う
。

啄
木
は
こ
こ
で
「
島
影
」
を

書
き
、
そ
れ
が
毎
日
新
聞
に

連
載
さ
れ
た
。
又
、
文
芸
雑

誌
「
ス
バ
ル
」
の
発
行
名
義

人
と
な
り
、
北
原
白
秋
、
木

下
杢
太
郎
ら
と
深
く
か
か
わ

っ
た
。 

 

翌
年
、
朝
日
新
聞
社
に
入

社
し
校
正
係
の
定
職
を
得

て
、
念
願
の
家
族
を
「
喜
之

床
」
に
迎
え
て
共
に
住
ん
だ
。

現
在
旧
家
屋
は
昭
和
五
三
年

に
解
体
さ
れ
、
明
治
村
に
移

築
さ
れ
て
い
る
。
同
所
前
に 

◆
編
集
委
員
会
よ
り 

お
願
い
で
す 

「
あ
お
い
通
信
」
は
、
皆

様
か
ら
の
原
稿
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
担
当
飯
島
迄
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。 

広
が
っ
て
い
る
。
鐙
坂
近
く
、

昔
懐
か
し
い
手
押
し
ポ
ン
プ

が
残
る
路
地
に
、
一
葉
が
住

ん
だ
菊
坂
の
家
が
あ
る
。 

          
 

幕
末
に
南
町
奉
行
八
丁

堀
同
心
で
あ
っ
た
父
樋
口
則

義
は
、
明
治
に
な
っ
て
事
業

を
始
め
た
が
失
敗
し
病
没
し

た
。
そ
の
翌
年
の
明
治
二
十

三
年
（
一
八
九
〇
）
、
母
た

き
、
妹
く
に
の
三
人
の
女
所

帯
で
こ
の
地
の
借
家
に
引
っ

越
し
た
。 

一
葉
十
八
歳
の
初
秋
で
あ

っ
た
。
一
葉
は
一
家
の
戸
主

と
し
て
、
他
人
の
洗
濯
や
針

仕
事
を
引
き
受
け
て
生
計
を

立
て
た
が
、
生
活
は
貧
窮
を

き
わ
め
た
。
近
所
の
質
屋
「
伊

勢
屋
」
の
ノ
レ
ン
を
よ
く
く 

ぐ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
中

島
歌
子
の
萩
の
会
へ
参
加

し
、
半
井
桃
水
に
弟
子
入
り

し
、
短
編
「
闇
桜
」
を
発
表

し
作
家
を
目
指
し
た
。
伊
勢

屋
は
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）

の
創
立
で
土
蔵
は
一
葉
当
時

の
ま
ま
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
続
く
） 

            
 
 
 

  
 
 

 
 

坂
。
本
郷
通
り
か
ら
西
片
方

面
に
下
が
る
坂
を
菊
坂
と
い 

う
。
名
前
の
由
来
は
本
郷
一

帯
が
町
屋
に
な
っ
た
長
禄
年 

間
（
一
四
五
七
～
一
四
六
〇
）

に
、
こ
の
辺
り
一
帯
が
菊
畑 

で
あ
っ
た
為
と
い
う
。
そ
れ

で
菊
坂
の
名
が
付
き
、
坂
上

を
菊
坂
台
町
、
坂
下
を
菊
坂

下
と
呼
ん
だ
。 

菊
造
り
は
幕
末
に
な
る

と
、
貧
窮
す
る
武
士
や
浪
人

の
生
計
の
足
し
と
な
っ
た
ら

し
い
。
こ
の
菊
坂
一
帯
は
一

葉
や
啄
木
、
更
に
菊
富
士
ホ

テ
ル
に
滞 

在
し
た
文
人
な

ど
文
学
に
志
し
た
人
々
が
数

多
く
住
ん
だ
場
所
と
し
て
も

有
名
で
あ
る
。 

樋
口
一
葉
、
菊
坂
の
家
。

鐙
坂
か
ら
菊
坂
に
か
け
て
は
、

あ
た
か
も
明
治
時
代
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
ひ

っ
そ
り
し
た
佇
ま
い
の
家
が 

 

 

「
東
海
の
小
島
の
磯
の
白
砂

に
我
泣
き
ぬ
れ
て
蟹
と
た
わ

む
る
」
の
碑
が
立
つ
。 

今
に
残
る
本
郷
館
。
明
治

二
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
の

建
築
、
現
世
に
異
様
な
ば
か

り
の
木
造
三
階
建
で
あ
る
。

 

一
帯
は
旧
森
下
町
で
岡
崎

藩
主
本
多
家
の
敷
地
で
あ
っ

た
。
明
治
時
代
に
な
る
と
周

辺
に
は
下
宿
屋
が
立
ち
並

び
、
石
川
啄
木
の
蓋
平
館
（
現

太
平
館
）
を
含
め
、
下
宿
屋

に
は
多
く
の
文
人
が
住
ん
で

い
た
。
本
郷
館
は
一
四
二
二

平
方
メ
ー
ト
ル
と
言
う
大
規

模
な
も
の
で
、
本
郷
き
っ
て

の
高
等
下
宿
で
あ
っ
た
。
現

在
で
も
ア
パ
ー
ト
と
し
て
健

在
、
往
時
を
偲
ぶ
に
は
ま
た

と
な
い
建
物
で
あ
り
、
周
辺

の
風
景
か
ら
も
往
時
を
偲
べ

る
。 下

級
武
士
の
菊
づ
く
り
菊 
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競
い
あ
う 

葉
づ
れ
の
響
き 

蝉
時
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吉
野
波
な 

 

池
の
面
に 

ふ
れ
む
ば
か
り
や 

夏
柳 

 
 
 

 

泉 

貞
子 

翡
翠
（
か
わ
せ
み
）
の 

杭
を
囲
み
て 

カ
メ
ラ
の
輪 

七
夕
や 

小
さ
な
願
ひ
を 

短
冊
に 

 

朝
露
に 

光
る
茄
子
の 

濃
む
ら
さ
き 

 
 
 

 

橋
本
廣
子 

葉
隠
れ
に 

枝
も
た
わ
わ
に 

枇
杷
実
る 

笹
の
葉
に 

短
冊
揺
る
る 

天
の
川 

 

あ
じ
さ
ゐ
の 
娘
と
な
り
ぬ 

紅
を
さ
し 

 
 
 

富
寿
郎 

ほ
う
た
る
や 
い
づ
こ
の
闇
よ
り 

湧
き
い
出
し 

笑
み
注
ぐ 

先
ず
は
老
女
の 

花
衣 

 
 

 
 

(

吉
富
多
壽
男
） 

↓ 今も残る「木造 3 階建て下宿」の本郷館（現アパート） 

↑[菊坂の家]の跡地 



 

 

私
達
が
住
ん
で
い
る
土
地

は
、
そ
こ
に
し
か
な
い
個
性

を
も
っ
て
い
ま
す
。
北
は
北

海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
途

方
も
な
く
広
が
っ
て
い
ま
す
、

こ
の
小
さ
な
国
土
で
も
。
そ

し
て
こ
の
日
本
の
多
く
の
場

所
で
焼
き
物
が
作
ら
れ
て
い

ま
す
。 

す
ぐ
近
く
に
は
益
子
焼
、

笠
間
焼
、
会
津
本
郷
焼
等
の

他
、
日
本
八
古
窯
等
も
現
在

で
も
多
く
の
焼
き
物
を
産
出

し
て
い
ま
す
。
そ
の
多
彩
さ

に
は
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
り

ま
す
。
多
彩
さ
の
根
本
に
は

作
品
に
使
わ
れ
る
土
、
釉
薬
、

焼
成
す
る
窯
（
薪
窯
、
登
り

窯
、
穴
窯
、
ガ
ス
窯
、
電
気

窯
）
焼
成
方
法
、
酸
化
還
元
、 

こ
れ
ら
の
原
土
を
水
簸

（
ス
イ
ヒ
）
精
製
し
１０×

２

㎝
の
板
状
に
し
た
も
の
を
１

２
５
０
度
で
試
し
焼
を
し
ま

す
。
こ
の
テ
ス
ト
ピ
ー
ス
が

し
っ
か
り
と
耐
え
ら
れ
ゝ
ば

B
o
d

y

（
胎
土
（
タ
イ
ド
）
）

に
、
溶
け
て
し
ま
う
な
ら
釉

薬
に
、
或
い
は
低
焼
の
窯
で

胎
土
と
し
て
使
用
し
ま
す
。 

当
地
、
練
馬
は
鉄
分
の
多

い
関
東
ロ
ー
ム
層
で
耐
焼
が

低
く
益
子
の
様
に
は
い
き
ま

せ
ん
が
板
橋
の
下
赤
塚
で
採

っ
た
土
で
薪
窯
で
焼
い
た
ら
、

縄
文
風
の
良
い
風
合
い
の
壺

が
出
来
ま
し
た
。
土
さ
ま
ざ

ま
、
人
さ
ま
ざ
ま
と
、
そ
の

利
用
法
を
工
夫
す
る
の
で
す
。 

      正
に
子
育
て
に
似
た
難
し
さ

と
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。 

日
本
の
政
治
家
に
つ
い
て

も
試
し
焼
が
出
来
れ
ば
＊
こ

ん
な
に
ひ
ど
い
事
に
は
な
ら

な
か
っ
た
の
で
は
と
愚
考
し

ま
す
。 

Q
u

e
stio

n
 

伊
万
里
と
九

谷
の
違
い
は
解
り
ま
す
か
？ 

 
 

 

小
さ
な
出
来
事
に
大
き
な
満

足
で
し
た
。 

      

木
村 

史
子
（
日
） 

二
十
数
年
フ
ラ
ダ
ン
ス
の

講
師
を
し
て
い
ま
す
。
去
年

体
調
を
く
ず
し
ま
し
た
が
、

リ
ハ
ビ
リ
す
る
こ
と
で
良
く

な
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

      内
田 

隆
三
（
日
、
木
） 

今
年
で
満
八
十
八
歳
に
な

り
ま
す
。
皆
さ
ん
と
体
操
で

き
る
こ
と
を
楽
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康

維
持
の
た
め
に
続
け
ま
す
。 

      佐
々
木 

升
（
水
） 

八
十
六
歳
に
な
り
ま
し
た
。

近
頃
は
人
助
け
が
趣
味
で
す
。

何
か
拾
っ
て
あ
げ
た
り
、
捨

て
て
あ
げ
た
り
し
ま
す
。
し

か
し
人
は
変
な
顔
を
し
ま
す
。

他
人
に
手
助
け
を
し
て
も
ら

う
こ
と
が
好
き
で
な
い
よ
う

で
す
。 

         

グ
ル
メ
の
会 

十
八
日
（
月
）
ゆ
め
り
あ

「
梅
の
花
」
に
て
１
９
名
の

参
加
で
し
た
。 

 ８
月
度
行
事
の
予
定 

麻
雀
大
会 

１
７
日
（
水
）「
ベ
イ
ブ
」

に
て
。
先
着
１
２
名
に
て

行
い
ま
す
。
尚
、
今
回
は

送
迎
が
あ
り
ま
せ
ん 

カ
ラ
オ
ケ
会 

１
９
日
（
金
）
新
会
場
「
カ

ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
・
バ
ン

バ
ン
」
に
て
。
会
場
は
、

掲
示
版
の
地
図
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。 

 １
０
月
度
ハ
ワ
イ
旅
行 

早
い
も
の
で
、
十
月
一
日

の
ハ
ワ
イ
出
発
ま
で
二
か

月
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ

ん
、
体
調
管
理
を
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

（
事
務
局
長
） 

 

焼
成
温
度
等
々
に
よ
っ
て
異 

っ
て
く
る
の
で
す
。 

そ
れ
ら
各
地
の
焼
物
を
研

究
し
て
い
る
場
所
と
し
て
東

京
駒
場
の
日
本
民
芸
会
館
が

あ
り
、
か
の
柳
田
國
男
氏
が

推
進
し
た
民
芸
運
動
の
メ
ッ

カ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
年
一
回
各
地
の
作
品
を

集
め
選
別
し
て
展
示
即
売
会

を
催
し
て
い
ま
す
。（
今
年
は

十
二
月
一
〇
日
の
予
定
）
そ

の
初
日
に
は
結
構
好
事
家
の

行
列
が
出
来
、
一
人
一
点
の

制
限
の
あ
る
も
の
に
は
整
理

券
を
貰
っ
て
お
目
当
て
の
作

品
の
前
で
ツ
バ
を
つ
け
て
係

り
の
人
を
待
つ
の
で
す
。 

私
が
一
人
一
点
限
り
で
手

に
入
れ
た
福
岡
の
小
鹿
田（
オ

ン
タ
）
焼
は
小
物
で
手
頃
な

価
格
で
す
が
、
そ
の
刷
毛
目
＊

飛
び
鉋
（
カ
ン
ナ
）
の
美
し

い
模
様
の
釉
（
ユ
ウ
）
が
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
実
は
こ
の 

三
、
喜
寿
「
キ
ジ
ュ
」
七
十

七
歳
、
喜
の
草
体
が
七
十
七

と
読
ま
れ
る
事
か
ら
。 

四
、
傘
寿
「
サ
ン
ジ
ュ
」 

傘
の
略
字
が
八
十
と
読
め
る

事
か
ら
。 

五
、
米
寿
「
ベ
イ
ジ
ュ
」

八
十
八
歳
、
米
の
字
が
八
十

八
に
分
解
で
き
る
事
か
ら
。 

六
、
卒
寿
「
ソ
ツ
ジ
ュ
」

九
十
歳
、
卒
の
通
用
具
体
字

が
九
十
と
読
ま
れ
る
事
か
ら
。 

七
、
白
寿
「
ハ
ク
ジ
ュ
」

九
十
九
歳
、
百
の
字
か
ら
一

を
引
く
と
白
に
な
る
事
か
ら
。 

八
、
茶
寿
「
チ
ャ
ジ
ュ
」

百
八
歳
、
茶
の
字
の
草
冠
を

二
十
、
そ
の
下
の
部
分
を
米

と
い
う
字
に
見
た
て
て
八
十

八
合
わ
せ
る
と
、
百
八
に
な

る
事
か
ら
」。 

 

     

新
聞
に
ち
ょ
っ
と
面
白
い

記
事
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。 

一
、
還
暦
「
カ
ン
レ
キ
」

六
十
歳
、
十
二
支
の
組
み
合

わ
せ
が
ひ
と
ま
わ
り
（
本
返

り
）
し
、
こ
の
本
返
り
を
五

回
く
り
環
（
か
え
）
す
事
か

ら
。
こ
の
頃
の
年
齢
か
ら
人

体
に
は
微
妙
な
変
化
が
出
始

め
る
為
、
注
意
を
喚
起
さ
せ

る
意
味
合
い
も
あ
る
ら
し
い
。 

二
、
古
希
「
コ
キ
」
七
十

歳
、
唐
の
詩
人,

社
甫
の
詩「
人

生
七
十
古
希
な
り
」
に
ち
な

ん
で
。 

三
、
喜
寿
「
キ
ジ
ュ
」
七
十
七

歳
、「
喜
の
草
体
が
七
十
七
と

読
ま
れ
る
事
か
ら
」。 

四
、
傘
寿
「
サ
ン
ジ
ュ
」 

傘
の
略
字
が
八
十
と
読
め
る 

 

利
用
者
さ
ん
の 

紹
介
コ
ー
ナ
ー 

介
護
職 

井
上 

昌
子 

       

大
阪
育
ち
で
す
が
、
結
婚

と
共
に
上
京
し
て
二
十
五
年
。

南
大
泉
に
住
ん
で
十
九
年
に

な
り
ま
す
。
休
み
の
日
は
、

家
事
の
合
間
に
太
極
拳
や
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
通
い
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
に
励
ん
で
い
ま
す
。

以
前
に
習
っ
た
ま
ま
中
断
し

て
い
る
碁
を
再
開
す
る
の
が

目
標
。
一
男
一
女
が
い
ま
す
。 

               

自
画
像 

 

７
月
度
行
事
の
結
果 

カ
ラ
オ
ケ
会 

１
５
日
（
金
）「
コ
サ
ー
ジ

ュ
」
に
て
。
本
会
場
最
後

の
カ
ラ
オ
ケ
会
は
、
１
１

名
の
参
加
で
締
め
と
な
り

ま
し
た
。 

  

 

   
 

 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

 

昨
年(

平
成
二
十
一
年)

十
二
月
の
誕
生
日
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
で
バ
ー
ス

デ
イ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
さ
や
え
ん
ど
う
の
種
と

小
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。 

丁
度
、
寒
い
時
期
で
し

た
の
で
、
今
年
二
月
の
末

頃
に
種
を
二
日
間
水
に
漬

け
て
か
ら
、
鉢
に
埋
め
ま

し
た
。
数
日
後
芽
が
出
た

か
な
と
覗
い
て
み
た
ら
、 

小
鹿
田
焼
の
存
在
を
知
っ
た

の
は
Ｎ
Ｙ
の
ユ
ダ
ヤ
人
か
ら 

教
わ
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
鹿
児
島
の
川
内
（
セ
ン

ダ
イ
）
の
河
原
史
郎
氏
が
作

っ
た
丼
は
ど
っ
し
り
し
た
形

と
落
ち
着
い
た
釉
彩
で
こ
れ

を
使
っ
て
食
べ
る
麺
類
は
一

段
と
良
い
風
味
を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。 

こ
の
様
に
民
芸
を
通
じ
陶

芸
に
魅
せ
ら
れ
た
の
で
す
が

そ
の
為
に
土
探
し
か
ら
始
め

ま
し
た
。
福
島
の
常
磐
炭
鉱

跡
、
笠
間
、
益
子
、
美
濃
の

土
岐
、
常
滑
（
ト
コ
ナ
メ
）、

信
楽
（
シ
ガ
ラ
キ
）
の
陶
芸

村
の
近
く
或
い
は
伊
豆
の
吉

奈
踊
子
街
道
わ
さ
び
田
近
辺

西
伊
豆
、
下
田
近
辺
の
土

等
々
で
、
そ
ち
こ
ち
に
出
向

い
て
は
土
採
り
に
励
み
ま
し

た
。
何
し
ろ
リ
ー
ダ
ー
は
小

学
校
の
工
作
の
先
生
、
故
芳

村
俊
一
氏
で
、
春
夏
秋
冬
の 

休
み
に
「
こ
こ
掘
れ
ワ
ン
ワ

ン
」
と
建
設
工
事
の
深
い
穴
、

校
外
の
道
路
の
切
通
し
で
断

面
の
露
出
し
て
い
る
地
層

等
々
を
探
し
求
め
歩
き
ま
し

た
。
正
に
土
を
求
め
て
の
お

遍
路
さ
ん
宜
し
く
長
靴
に
ス

コ
ッ
プ
、
手
袋
の
い
で
た
ち

で
し
た
。 

         

 

葵
友
の
会 

 
  

広
報
コ
ー
ナ
ー 

雑 
 

学 
 

 

絹
田 

治
夫 

土
の
お
遍
路 

 
 
 

民
芸
風
土
記 

 
 
 
 
 

吉
富 

多
寿
男 

八
合
わ
せ
る
と
、
百
八
に
な

る
事
か
ら
。 

九
、
皇
寿
「
コ
ウ
ジ
ュ
」 

百
十
一
歳
、
皇
の
字
の
白
と

王
を
分
け
九
十
九
を
あ
ら
わ

す
白
に
王
を
分
解
し
一
、
十
、

一
を
重
ね
た
す
と
百
十
一
に

な
る
事
か
ら
。 

恥
ず
か
し
な
が
ら
私
は
半

分
ぐ
ら
い
し
か
分
か
ら
な
か

っ
た
で
す
（
笑
） 

   

山
本 

幸
雄 
（日
） 

二
十
二
年
九
月
か
ら
日
曜

日
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が

良
く
、
毎
回
楽
し
く
過
ご
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

      池
田 

マ
ス
（
日
） 

葵
に
通
所
。
明
る
い
皆
さ

ん
の
声
に
、
心
配
し
て
い
た

私
の
心
も
和
ん
だ
。
新
し
く

で
き
た
絆
を
大
切
に
楽
し
く

過
ご
し
た
い
と
思
う
。 

      寛
司 

静
一
（
日
） 

一
九
三
六
年
鹿
児
島
県
に

生
ま
れ
る
。
一
九
五
九
年
に

上
京
し
て
、
電
設
工
事
に
従

事
し
て
現
在
に
至
る
。 

      小
林 

ミ
エ
（
日
） 

家
族
と
共
に
十
国
峠
に
感

動
し
た
帰
り
、
足
元
の
恐
ろ

し
い
階
段
に
一
足
毎
に
足
を

運
び
乍
ら
気
持
よ
い
正
月
の 

 


